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額
田
王
思
二

近
江
天
皇
一

作

歌
一
首

ノ
し
の
ヒ
テ

ヲ

つ
く
り
シ
う
た

君
待
つ
と
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
我
が
屋
戸
の
簾
動
か
し
秋
の
風
吹
く

を

や

ど

す
だ
れ

1606

鏡
王
女
作
歌
一
首

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
羨
し
風
を
だ
に
来
む
と
し
待
た
ば
何
か
嘆
か
む

と
も

こ

1607
【
右
注
】

＊
近
江
天
皇
…
天
智
天
皇
。

【
語
釈
】

＊
屋
戸
…
原
文
に
「
屋
戸
」
と
あ
り
、「
戸
」
は
家
の
入
口
。
屋
戸
を
開
け
て
待
つ
歌
と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

夕
さ
ら
ば
屋
戸
開
け
設
け
て
我
れ
待
た
む
夢
に
相
見
に
来
む
と
い
ふ
人
を

ゆ
ふ

や

ど

あ

ま

い
め

あ
ひ

こ

744
万
葉
時
代
、
家
屋
の
戸
口
に
簾
を
掛
け
た
か
ど
う
か
は
疑
問
。
簾
を
詠
ん
だ
歌
に
、

玉
垂
の
小
簾
の
す
け
き
に
入
り
通
ひ
来
ね
た
ら
ち
ね
の
母
が
問
は
さ
ば
風
と
申
さ
む

た
ま
だ
れ

を

す

い

か
よ

こ

と

ま
を

2364
と
い
っ
た
歌
も
あ
る
か
ら
、風
と
簾
の
組
み
合
わ
せ
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
だ
け
の
表
現
か
も
知
れ
な
い
。

＊
風
を
だ
に
…
せ
め
て
風
だ
け
で
も
。
賀
茂
真
淵
は
風
を
使
者
の
意
だ
と
す
る
が
、
こ
こ
は
待
つ
人
が

来
る
予
兆
で
あ
る
。
鏡
王
女
の
歌
で
は
、
そ
の
予
兆
す
ら
期
待
で
き
な
い
こ
と
の
嘆
き
を
歌
う
。

＊
と
も
し
…
羨
ま
し
い
。
土
屋
・
私
注
は
、
羨
ま
し
い
の
意
で
は
な
く
、
寂
し
い
意
と
し
て
、
風
の
よ

う
な
も
の
を
恋
す
る
の
は
寂
し
い
こ
と
だ
と
解
釈
す
る
。

【
総
釈
】

こ
の
二
首
の
相
聞
歌
は
す
で
に
巻
四
（488

・489

）
に
出
て
い
た
。
い
ま
こ
こ
に
両
方
の
原
文
を
掲

げ
て
み
る
。

額
田
王
思
近
江
天
皇
作
歌
一
首

君
待
登

吾
恋
居
者

我
屋
戸
之

簾
動
之

秋
風
吹

488

鏡
王
女
作
歌
一
首

風
乎
太
尓

恋
流
波
乏
之

風
小
谷

将
来
登
時
待
者

何
香
将
嘆

489

額
田
王
思
近
江
天
皇
作
歌
一
首

君
待
跡

吾
恋
居
者

我
屋
戸
乃

簾
令
動

秋
之
風
吹

1606

鏡
王
女
作
歌
一
首

風
乎
谷

恋
者
乏

風
乎
谷

将
来
常
思
待
者

何
如
将
嘆

1607

＊
ゴ
チ
ッ
ク
は
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
文
字
。

こ
れ
ら
の
二
組
は
、
歌
の
表
記
が
少
し
違
っ
て
い
る
だ
け
で
、
歌
そ
の
も
の
と
右
注
と
は
全
く
同
じ

巻八 ３１５
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で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
万
葉
集
の
編
纂
に
用
い
ら
れ
た
資
料
に
、
す
で
に
二
首
が
一
体
と
な
っ
て
こ

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
万
葉
集
で
は
恋
歌
一
般
を
も
相
聞
に
含
め
て
い
る

が
、
本
来
相
聞
は
相
手
が
あ
っ
て
歌
い
交
わ
す
形
式
の
歌
で
あ
る
。488

が
本
来
の
相
聞
で
あ
れ
ば
交

わ
す
相
手
は
天
智
天
皇
に
な
る
わ
け
だ
が
、
次
に
あ
る
の
は
鏡
王
女
の
作
で
あ
る
。
二
首
は
贈
答
歌
と

は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
鏡
王
女
の
歌
は
明
ら
か
に
一
首
目
の
額
田
王
の
歌
を
ふ
ま
え
た
批
評
的
な

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
「
近
江
天
皇
を
思
ひ
て
」
が
鏡
王
女
の
作
に
も
か
か
る
の
か
、
そ
れ
と
も
鏡
王
女
が
待
つ
人

し
の

は
別
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
二
首
を
合
わ
せ
読
む
読
者
に
と
っ
て
は
二
人
が
同
じ
場
所
に
い
て
詠

み
合
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
実
際
は
そ
う
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
万
葉
集
に
は
後

で
別
人
が
「
追
和
」
し
た
歌
の
例
も
あ
る
か
ら
、
額
田
王
の
歌
を
知
っ
た
鏡
王
女
が
後
に
異
な
る
場
面

で
詠
ん
だ
歌
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
二
首
並
べ
て
記
載
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
は
時
間
的

な
差
が
無
視
さ
れ
て
相
互
に
同
時
的
に
関
連
を
持
っ
た
歌
と
な
る
。
つ
ま
り
は
新
た
な
意
味
を
生
み
出

す
二
首
一
体
の
作
品
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
作
品
に
は
、
歌
の
二
人
の
作
者
を
姉
妹
と
考
え
る
こ
と
で
、
そ
の
魅
力
を
高
め
た
鑑
賞

の
歴
史
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
人
の
姉
妹
説
は
今
日
で
は
支
持
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
額
田
王
と
鏡
王
女
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、

そ
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
。

１

額
田
王
と
鏡
王
女
、
別
人
姉
妹
説

今
日
で
は
支
持
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
少
し
前
ま
で
は
額
田
王
と
鏡
王
女
は
姉
妹
だ
と
い
う
の

が
通
説
だ
っ
た
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
本
居
宣
長
に
始
ま
る
説
の
よ
う
で
あ
る
（
『
玉
勝
間
』
二
）。

こ
の
二
人
の
女
性
の
名
は
、
日
本
書
紀
で
は
「
姫
」
の
字
が
添
え
ら
れ
て
額
田
姫
王
、
鏡
姫
王
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
姫
王
は
、『
日
本
書
紀
』
天
武
紀
五
年
に
「
皇
女
・
姫
王
」
と
身
分
的
な
区
別
が
な
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
「
皇
女
は
天
皇
の
女
（
内
親
王
）、
姫
王
は
そ
れ
に
つ
ぐ
二
世
―
五
世
王
」（
日
本
古

典
文
学
大
系
頭
注
）
で
あ
る
。
持
統
紀
五
年
で
は
こ
の
区
分
が
「
内
親
王
・
女
王
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
直
木
孝
次
郎
（
『
額
田
王
』2007

）
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
持
統
四
年
の
浄
御
原
令
の
施
行
に
よ

る
改
定
だ
と
い
う
。
万
葉
集
で
は
酒
人
女
王
（
穂
積
皇
子
の
孫
）、
賀
茂
女
王
（
長
屋
王
の
女
）
な
ど

と
、
令
制
に
よ
る
記
載
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
例
に
な
ら
え
ば
額
田
王
は
「
額
田
女
王
」
と
な
る
。

彼
女
の
素
性
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
の
天
武
紀
二
年
に
、「
天
皇
、
初
め
鏡
王
の
女
額
田
姫
王

を
娶
り
て
、
十
市
皇
女
を
生
せ
り
」
と
あ
っ
て
、
父
は
鏡
王
で
あ
り
、
天
武
天
皇
と
結
婚
し
て
十
市
皇

女
を
生
ん
だ
こ
と
が
知
れ
る
。
父
の
鏡
王
に
つ
い
て
は
、
近
江
国
野
洲
郡
の
鏡
の
里
に
住
ん
だ
こ
と
か

ら
の
名
で
あ
ろ
う
と
い
う
本
居
宣
長
の
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

か
つ
て
尾
山
篤
二
郎
は
、
鏡
王
と
は
、
奈
良
県
香
芝
町
か
ら
出
土
し
た
「
金
銅
威
奈
大
村
骨
蔵
器
」

い

な
ノ
お
お
む
ら

の
墓
誌
銘
に
見
え
る
人
物
、
つ
ま
り
宣
化
天
皇
四
世
の
子
孫
で
斉
明
天
皇
の
時
代
に
紫
冠
だ
っ
た
威
奈

鏡

公
で
あ
る
と
し
た
（
尾
山
篤
二
郎
「
額
田
姫
王
攷
」『
万
葉
集
大
成
』
九
、1953

）。
し
か
し
名
の

か
が
み
ノ
き
み

一
致
だ
け
で
、
こ
の
人
が
額
田
王
の
父
だ
っ
た
確
証
は
な
い
。

額
田
王
は
鏡
王
の
女
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
彼
女
の
歌
と
並
ん
で
い
る
歌
の
作
者
「
鏡
王
女
」
と

む
す
め

は
誰
か
。
つ
ま
り
万
葉
集
の
二
首
目
の
作
者
「
鏡
王
女
」
と
は
、
鏡
王
の

女

な
の
か
そ
れ
と
も
一
人

む
す
め

の
女
性
の
名
前
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
賀
茂
真
淵
は
「
鏡
王
女
」
は
個
人
名
を
表
わ
す
「
鏡
女、

王
」
と
あ
る
べ
き
で
、
額
田
王
と
は
別
人
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
『
万
葉
考
』
別
記
二
）。
本
居
宣
長
は

、師
の
こ
の
説
を
承
け
て
、
鏡
女
王
も
そ
の
名
前
か
ら
見
て
額
田
王
と
同
じ
く
鏡
王
の
娘
で
あ
り
、
姉
に

あ
た
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
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２

額
田
王
と
鏡
王
女
同
一
人
物
説

こ
の
よ
う
に
真
淵
や
宣
長
が
あ
え
て
別
人
説
を
強
調
し
た
の
は
、
そ
れ
以
前
に
額
田
王
と
鏡
王
女
は

同
一
人
物
だ
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
元
暦
校
本
万
葉
集
・
西
本
願
寺
本
万
葉
集
そ
の
他

の
写
本
に
は
、
巻
二
・92

の
「
鏡
王
女
奉
和
御
歌
一
首
」
の
下
に
小
字
書
き
で
「
鏡
王
女

又
曰
額

田
姫
王
也
」
と
の
注
が
あ
る
。
「
額
田
姫
王
」
は
大
宝
・
養
老
令
制
に
従
え
ば
「
額
田
女
王
」
と
な
る

、
、

、
、

は
ず
だ
が
、
「
姫
王
」
の
古

い
呼
称
に
な
っ
て
い
る
の

は
『
日
本
書
紀
』
天
武
紀

二
年
の
記
事
「（
天
皇
初
娶
）

鏡
王

女

額
田
姫
王
」
を
そ

ノ
む
す
め

の
ま
ま
採
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
契
沖
は
こ
れ
を
「
後
人
ノ
私
ニ
注
セ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
し
て
無
視
し
、

賀
茂
真
淵
は
「
誤
り
也
」
と
し
て
退
け
た
が
、
額
田
王
と
鏡
王
女
と
は
同
一
人
物
の
異
な
る
表
記
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
。

ち
な
み
に
契
沖
は
『
万
葉
代
匠
記
』
の
惣
釈
で
額
田
王
を
諸
王
（
男
性
皇
族
）
に
分
類
し
て
い
る
が
、

巻
四
・488

に
限
っ
て
は
、
男
性
の
相
聞
歌
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
「
額
田
姫
王
ト
云
ヘ
ル
姫
ノ
字
ノ

落
タ
ル
カ
」
と
疑
っ
て
い
る
。
ま
た
次
の489

「
鏡
王
女
作
歌
一
首
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
額
田
姫

王
の
作
と
見
て
「
同
人
ノ
別
名
又
恠
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
契
沖
も
こ
こ
で
は
額

あ
や

田
姫
王
と
鏡
王
女
と
が
同
一
人
物
だ
と
い
う
通
説
に
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
写
本
に
あ
る
前

掲
の
「
鏡
王
女
又
曰
額
田
姫
王
也
」
の
注
記
は
後
世
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
万
葉
集
以
前
の
資
料

に
額
田
王
の
素
性
注
記
と
し
て
、
た
と
え
ば
、488

番
の
歌
の
左
に
「
鏡
王
女
也
」
な
ど
と
あ
っ
た
注

記
が
、
次
歌489

番
の
作
者
名
に
紛
れ
た
こ
と
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

別
人
説
は
「
鏡
王
女
」
を
「
鏡
女
王
」
と
い
う
個
人
名
だ
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
た
宣
長
は
、
鏡
の
里
に
住
む
父
が
「
鏡
王
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
、
そ
の

父
と
区
別
す
る
た
め
に
娘
は
「
鏡
女
王
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
父
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
額

田
王
と
は
姉
妹
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
、
額
田
王
が
鏡
王
の
娘
だ
と
い
う
こ
と
と
、

二
人
の
唱
和
ら
し
き
歌
（488-9

、
再
掲1606-7

）
が
万
葉
集
に
並
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
以
外
に

証
拠
と
な
る
事
実
は
な
い
と
も
言
え
る
（
沢
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』
巻
二
）。

姉
妹
か
否
か
は
と
り
あ
え
ず
置
い
て
、
ま
ず
別
人
・
同
人
ど
ち
ら
の
説
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

近
年
で
は
直
木
孝
次
郎
（
『
額
田
王
』2007

）
が
、
万
葉
集
の
「
鏡
王
女
」
は
個
人
名
で
は
な
く
「
鏡

王
の
女
」
と
読
む
し
か
な
い
こ
と
を
理
由
に
ふ
た
た
び
同
人
説
を
強
調
し
て
い
る
が
、
別
人
と
す
る

む
す
め

説
も
な
お
消
え
な
い
。

３

鏡
女
王
＝
舒
明
皇
女
あ
る
い
は
皇
妹
説

実
際
に
、
額
田
王
と
同
時
代
に
鏡
女
王
と
い
う
人
物
が
い
た
こ
と
は
、
万
葉
集
以
外
の
資
料
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。『
延
喜
式
』「
諸
陵
寮
」
に
「
押
坂
墓

鏡
女
王
。
在
二

大
和
国
城
上
郡
押
坂
陵
域
内
東

南
一

。
無
二

守
戸
一

」
と
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
て
、
舒
明
天
皇
の
陵
墓
で
あ
る
押
坂
陵
の
域
内
に
墓

を
も
つ
鏡
女
王
が
い
る
。（
押
坂
は
今
の
桜
井
市
東
方
の
山
手
。
古
事
記
で
は
忍
坂
。
）
ま
た
『
日
本
書
紀
』

の
同
じ
く
天
武
十
二
年
に
は
、「
天
皇
、

鏡

姫
王
の
家
に
幸
し
て
、
病
を
訊
ひ
た
ま
ふ
。
庚
寅
に
、

か
が
み
ノ
お
ほ
き
み

い
で
ま

や
ま
ひ

と

鏡
姫
王
薨
せ
ぬ
」
（
亡
く
な
っ
た
庚
寅
の
日
は
翌
日
）
と
、
天
武
天
皇
が
危
篤
の
鏡
姫
王
を
見
舞
っ
た

記
事
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の
鹿
持
雅
澄
著
『
萬
葉
集
古
義
』
は
、
こ
の
鏡
姫
王
は
鏡
女
王
と
同
一
人
物

だ
と
す
る
。
こ
の
女
性
を
押
坂
陵
域
内
に
葬
ら
れ
た
鏡
女
王
に
あ
て
る
こ
と
は
年
代
的
に
も
不
自
然
で

は
な
い
。
天
武
紀
の
「
鏡
姫
王
」
が
諸
陵
式
（
『
延
喜
式
』
「
諸
陵
寮
」
）
で
「
鏡
女
王
」
に
変
わ
っ
て

い
る
の
は
、
大
宝
・
養
老
令
制
に
よ
っ
た
呼
称
の
変
化
で
あ
る
。
も
し
舒
明
天
皇
陵
の
域
内
に
墓
が
あ
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る
と
い
う
理
由
か
ら
鏡
女
王
が
舒
明
天
皇
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
女
の
病
を
見

舞
っ
た
天
武
も
舒
明
を
父
と
し
て
い
る
点
で
、
ふ
た
り
は
血
縁
的
な
つ
な
が
り
の
深
い
者
た
ち
で
あ
ろ

う
。
沢
瀉
久
孝
の
『
萬
葉
集
注
釈
』
巻
二
で
は
、
押
坂
陵
域
内
に
墓
が
あ
る
こ
と
を
他
の
類
似
の
例
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
舒
明
の
皇
女
か
皇
孫
だ
ろ
う
と
推
定
し
た
中
島
光
風
の
説
に
賛
同
し
な
が
ら
、
天
智

天
皇
と
歌
を
交
わ
し
て
い
る
年
齢
か
ら
み
て
皇
孫
で
は
な
く
「
皇
女
又
は
皇
妹
と
み
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
万
葉
集
の
鏡
王
女
と
鏡
女
王
を
同
一
人
物
と
見
て
の
こ
と
で

、
、

、
、

あ
る
。

４

鏡
女
王
＝
額
田
王
の
叔
母
説

鏡
女
王
は
舒
明
天
皇
の
妹
す
な
わ
ち
天
智
や
天
武
の
叔
母
に
あ
た
る
と
考
え
る
の
が
渡
里
恒
信
（
「
万

葉
歌
人
鏡
王
女
と
額
田
王
の
出
自
」『
日
本
歴
史
』2009.07

）
で
あ
る
。
渡
里
恒
信
は
、
鏡
女
王
の
墓

が
押
坂
陵
域
内
に
あ
る
と
い
う
諸
陵
式
の
記
事
を
推
論
の
前
提
と
し
、
押
坂
（
忍
阪
谷
）
が
舒
明
天
皇

の
父
押

坂

彦

人
大
兄
皇
子
の
勢
力
地
盤
に
あ
っ
て
、
舒
明
を
は
じ
め
そ
の
血
縁
者
が
忍
阪
谷
に
多
く

お
し
さ
か
ノ
ひ
こ
ひ
と
ノ
お

お

え

の

み

こ

葬
ら
れ
て
い
る
と
見
る
。
そ
う
す
る
と
鏡
女
王
は
舒
明
の
血
縁
者
に
違
い
な
い
。
舒
明
の
子
で
あ
る
天

武
が
病
を
見
舞
っ
た
の
も
、
ま
た
万
葉
集
の
巻
二
に
天
武
の
兄
天
智
天
皇
と
の
次
の
よ
う
な
親
密
な
贈

答
歌
が
あ
る
の
も
、
彼
ら
が
「
き
わ
め
て
近
い
親
族
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
。

巻
二

天
皇
（
天
智
）
、
賜
鏡
王
女
御
歌
一
首

妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を
大
和
な
る
大
島
の
嶺
に
家
も
あ
ら
ま
し
を

い
も

い
へ

や

ま

と

ね

91

[

一
云
…
妹
が
あ
た
り
継
ぎ
て
も
見
む
に]

[

一
云
…
家
居
ら
ま
し
を]

を

＊
大
島
の
嶺
…
所
在
未
詳
。
た
だ
し
、
中
大
兄
皇
子
時
代
の
歌
で
そ
の
時
は
難
波

に
居
た
か
ら
、
生
駒
・
信
貴
山
山
系
の
一
つ
だ
ろ
う
と
す
る
説
あ
り
。

鏡
王
女
奉
和
御
歌
一
首

秋
山
の
木
の
下
隠
り
行
く
水
の
我
れ
こ
そ
益
さ
め
御
思
ひ
よ
り
は

あ
き
や
ま

こ

し
た
が
く

ま

み

お
も

92

＊
御
思
ひ
よ
り
は
…
古
く
か
ら
「
お
も
ほ
す
よ
り
は
」
の
別
訓
も
あ
り
。

＊
行
く
水
…
秋
は
雨
の
季
節
だ
か
ら
水
も
増
す
。

こ
の
贈
答
は
天
智
が
ま
だ
中
大
兄
皇
子
時
代
の
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
鏡
女
王
が
亡
く
な
っ
た
天
武

十
二
年
（683

）
は
そ
の
三
十
年
以
上
も
後
で
、
そ
の
と
き
天
武
は
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
齢

か
ら
見
れ
ば
、
舒
明
の
皇
女
と
も
と
れ
る
が
、
菅
野
雅
雄
説
（
『
記
紀
歌
謡
と
万
葉
の
間
』
所
収
「
鏡

王
女
の
出
自
に
つ
い
て
」）
に
従
っ
て
埋
葬
地
の
陵
内
・
陵
域
内
に
区
別
が
あ
る
と
考
え
、
陵
内
は
被

葬
者
天
皇
か
ら
一
親
等
、
よ
り
広
い
範
囲
を
表
わ
す
陵
域
内
は
二
親
等
と
整
理
す
れ
ば
、
鏡
女
王
は
皇

女
で
は
な
く
皇
妹
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
渡
里
恒
信
は
推
測
す
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
た
と
え

ば
欽
明
天
皇
の
子
女
に
、
名
の
一
部
を
共
有
す
る
姉
弟
、
穴
穂
部
皇
女
と
穴
穂
部
皇
子
な
ど
が
い
る
こ

と
か
ら
、
鏡
王
と
鏡
女
王
と
は
兄
妹
の
可
能
性
が
高
い
。
か
く
し
て
渡
里
恒
信
説
で
は
、
鏡
女
王
は
額

田
王
の
叔
母
だ
と
い
う
結
論
に
な
る
。

５

万
葉
集
の
藤
原
鎌
足
と
鏡
王
女

以
上
の
説
は
鏡
女
王
が
万
葉
集
の
鏡
王
女
に
あ
た
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
い
る
。

、
、

、
、

と
こ
ろ
で
、
鏡
女
王
を
万
葉
集
の
鏡
王
女
と
同
一
人
物
と
見
る
根
拠
と
な
っ
て
き
た
の
は
『
興
福
寺

縁
起
』（
藤
原
良
世
編
、900

年
成
立
）
の
記
事
で
あ
る
。『
興
福
寺
縁
起
』
に
は
、
興
福
寺
の
前
身
で

あ
る
山
階
寺
は
藤
原
鎌
足
の
病
気
平
癒
を
願
っ
て
、
そ
の
嫡
室
（
正
妻
）「
鏡
女
王
」
が
建
立
し
た
も

の
と
伝
え
る
。
鎌
足
と
鏡
女
王
と
の
関
係
は
、
万
葉
集
巻
二
（93･94

）
に
載
せ
る
歌
に
、
鎌
足
が
「
鏡
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王
女
」
に
求
婚
し
た
と
き
の
歌
と
そ
の
返
歌
が
あ
る
こ
と
と
符
合
し
、
前
掲
『
萬
葉
集
古
義
』
で
も
こ

の
縁
起
の
記
事
に
よ
っ
て
鏡
王
女
は
「
こ
れ
鎌
足
大
臣
の
妻
な
り
し

證

な
り
」
（
二
巻
之
下
）
と
す

あ
か
し

る
。
し
か
し
万
葉
集
の
鏡
王
女
が
鏡
女
王
で
あ
る
と
決
め
る
に
は
、
『
興
福
寺
縁
起
』
の
記
事
が
信
用

で
き
る
も
の
で
、
そ
の
記
事
が
逆
に
万
葉
集
の
歌
に
よ
っ
て
ね
つ
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
前

提
が
必
要
で
あ
る
。
興
福
寺
関
係
資
料
で
は
、
こ
の
記
事
が
、
『
興
福
寺
流
記
』
に
引
用
さ
れ
る
天
平

宝
字
年
間
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
「
宝
字
記
」
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
（
直
木
孝
次
郎
『
額
田
王
』2007

）
。

し
か
し
直
木
孝
次
郎
は
こ
れ
を
天
平
宝
字
年
間
に
お
け
る
ね
つ
造
と
見
る
。
天
平
宝
字
年
間
は
西
暦
の

757

～765

年
に
あ
た
る
。
鎌
足
没
後
約
九
十
年
、
鏡
女
王
没
後
約
八
十
年
と
い
う
時
間
は
、
古
代
人

と
っ
て
伝
承
の
記
憶
が
失
せ
る
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
し
か

し
そ
れ
は
、
鏡
女
王
が
鎌
足
の
嫡
室
だ
と
す
る
資
料
が
鎌
足
の
身
内
の
藤
原
氏
の
資
料
以
外
に
な
い
こ

と
か
ら
何
と
も
言
え
な
い
。

万
葉
集
に
お
け
る
藤
原
鎌
足
と
鏡
王
女
と
の
贈
答
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
二

内

大

臣
藤
原

卿

、
娉
二

鏡
王
女
一

時
、
鏡
王
女
贈
二

内
大
臣
一

歌
一
首

う
ち
の
お
ほ
ま
え
つ
ぎ
み
ふ
じ
わ
ら
ノ
ま
え
つ
ぎ
み

よ
ば
ヒ
シ

ヲ

と
き

お
く
レ
ル

ニ

玉
櫛
笥
覆
ふ
を
安
み
明
け
て
い
な
ば
君
が
名
は
あ
れ
ど
吾
が
名
し
惜
し
も

た
ま
く
し

げ

お
ほ

や
す

あ

を

93

＊
玉
櫛
笥
…
玉
は
ほ
め
た
た
え
た
美
称
。
櫛
箱
は
大
切
な
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の
蓋
を

か
ぶ
せ
る
の
は
簡
単
だ
と
続
く
。
ま
た
、「
明
け
」
も
蓋
の
縁
語
に
な
っ
て
い
る
。

「
覆
ふ
を
安
み
」
は
、
二
人
の
仲
を
秘
密
に
す
る
の
は
簡
単
だ
、
の
意
で
あ
る
。

で
も
世
間
に
知
ら
れ
た
ら
、
の
意
が
「
明
け
」
に
あ
る
。

＊
あ
れ
ど
…
そ
れ
は
と
も
か
く
。

＊
吾
が
名
し
惜
し
も
…
世
間
に
立
つ
悪
い
評
判
に
よ
る
不
名
誉
。

内
大
臣
藤
原
卿
、
報
二

贈

鏡
王
女
一

歌
一
首

こ
た
ヘ
お
く
レ
ル

ニ

玉
櫛
笥
み
む
ま
ど
山
の
さ
な
葛
さ
寝
ず
は
つ
ひ
に
有
り
か
つ
ま
し
じ

か
づ
ら

ね

94

[

或
本
歌
曰
、
玉
く
し
げ
三
室
戸
山
の]

＊
み
む
ま
ど
山
…
原
文
に
「
将
見
圓(

円)

山
」
と
あ
る
。
別
訓
に
、
江
戸
時
代
の
学
者

の
説
と
し
て
（
『
万
葉
童
蒙
抄
』
『
万
葉
考
』
）
ミ
ム
ロ
ノ
山
。
異
伝
に
「
三
室
戸

山
」
と
あ
り
、
も
し
「
ミ
ム
ロ
ノ
山
」
な
ら
ば
、
一
般
的
に
は
大
和
の
三
輪
山
を

さ
す
が
、
「
戸(

と)

」
の
字
が
気
に
な
る
。
ミ
（
見
）
は
身
（
み
）
と
は
甲
乙
の

仮
名
違
い
で
は
あ
る
が
、
櫛
笥
の
蓋
に
対
す
る
身
（
中
身
）
の
意
で
続
く
。

＊
さ
な
葛
…
蔓
性
の
植
物
。
サ
ネ
カ
ヅ
ラ
。
次
の
「
さ
寝
」
を
呼
び
出
す
こ
と
ば
。

＊
有
り
か
つ
ま
し
じ
…
有
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
共
寝
し
な
い
で
い
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
さ
、
の
意
。

６

別
人
説
、
皇
妹
説
、
叔
母
説
に
対
す
る
直
木
孝
次
郎
の
批
判

興
福
寺
の
縁
起
に
お
け
る
鏡
女
王
鎌
足
嫡
妻
説
は
奈
良
時
代
後
期
に
つ
く
ら
れ
た
虚
構
だ
と
い
う
立

場
に
立
つ
の
が
直
木
孝
次
郎
で
あ
る
。
直
木
氏
は
、
渡
里
恒
信
「
万
葉
歌
人
鏡
王
女
と
額
田
王
の
出
自
」

に
説
く
別
人
説
に
対
し
て
次
の
批
判
を
し
て
い
る
。

１
．
鏡
女
王
が
、
舒
明
天
皇
の
皇
妹
と
し
て
押
坂
陵
域
内
に
葬
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
藤
原
鎌

足
の
正
妻
と
考
え
る
こ
と
に
は
い
っ
そ
う
の
無
理
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
鏡
女
王
が
仏
教
を
信
じ
、

か
つ
鎌
足
の
正
室
で
あ
る
な
ら
ば
、
鎌
足
と
関
係
の
な
い
忍
坂
の
地
に
、
非
仏
教
の
形
式
で
葬
ら
れ

る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
矛
盾
」
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
正
室
で
あ
る
な
ら
ば
、
鎌
足
ゆ
か
り
の
山

科
や
摂
津
の
三
嶋
に
あ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
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２
．
四
世
王
以
上
の
皇
族
女
性
と
臣
下
と
の
結
婚
に
関
す
る
制
約
は
、
大
宝
令
に
成
文
化
さ
れ
る
令
制

以
前
の
天
智
・
天
武
朝
に
は
ず
っ
と
厳
し
か
っ
た
か
ら
、
鎌
足
と
鏡
女
王
と
の
結
婚
は
考
え
ら
れ
な

い
。
そ
の
制
約
が
次
第
に
緩
ん
だ
時
代
に
な
っ
て
、『
興
福
寺
縁
起
』
の
よ
う
な
伝
承
が
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。
た
し
か
に
鎌
足
は
天
皇
の
私
物
的
存
在
で
あ
る
采
女
を
妻
に
得
て
も
い
る
。
し
か
し
、

采
女
と
皇
女
と
は
次
元
を
異
に
す
る
。

３
．「
女
王
」
と
「
王
女
」
と
が
混
用
さ
れ
た
例
は
、
七
、
八
世
紀
の
古
典
に
は
見
え
な
い
か
ら
、「
鏡

王
女
」
と
「
鏡
女
王
」
を
同
一
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

４
．
舒
明
天
皇
の
兄
弟
な
ら
ば
鏡
王
も
鏡
皇
子
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。
日
本
書
紀
で
は
そ
の
弟
で
あ
る

茅
渟
皇
子
を
茅
渟
王
と
書
い
た
例
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
一
例
を
も
っ
て
「
皇
子
」
と
「
王
」
、「
皇

女
」
と
「
姫
王
」
の
混
用
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
茅
渟
王
は
例
外
的
な
書
き
方
で
混
用
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。「
皇
女
・
姫
王
」
の
区
別
も
厳
密
な
も
の
で
、
舒
明
の
皇
妹
な
ら
ば
鏡
姫
王
で

は
な
く
、
鏡
皇
女
と
い
っ
た
は
ず
だ
と
す
る
。

７

鏡
女
王
は
鏡
王
女
で
は
な
い

以
上
の
４
点
の
う
ち
、
愚
見
で
は
１
．
と
２
．
は
必
ず
し
も
納
得
の
ゆ
く
批
判
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

１
．
に
つ
い
て
は
、
天
武
が
危
篤
の
鏡
姫
王
（
鏡
女
王
）
を
見
舞
っ
た
の
は
、
彼
女
が
皇
妹
で
あ
る
か

ら
と
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。も
っ
と
血
縁
の
遠
い
女
性
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
鎌
足
は
す
で
に
十
四
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
仏
教
の
葬
送
儀
礼
も
そ
れ
ほ
ど
深
く

浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
時
代
に
、
天
武
が
彼
女
を
鎌
足
と
関
係
の
な
い
父
祖
ゆ
か
り
の
地

（
忍
坂
）
に
非
仏
教
的
な
形
式
で
埋
葬
さ
せ
た
と
い
う
考
え
も
成
り
立
つ
。
ま
た
、
２
．
に
つ
い
て
も
、

天
智
が
中
大
兄
皇
子
時
代
に
大
化
改
新
を
と
も
に
行
な
っ
た
鎌
足
と
の
深
い
関
係
を
考
え
れ
ば
、
鎌
足

へ
の
降
嫁
は
、
そ
れ
こ
そ
次
元
を
異
に
す
る
例
外
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
皇
妹
で
な
い
と

す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
４
．
は
問
題
外
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
は
言
っ
て
も
、
鏡
女
王
が
鎌
足
の
正
妻
で

あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
い
鏡
女
王
が
鎌
足
の
正
妻
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

万
葉
集
で
鎌
足
が
求
婚
し
歌
を
贈
答
し
た
鏡
王
女
は
、
３
．
の
と
お
り
別
人
で
あ
る
。

な
お
、
万
葉
集
の
鏡
王
女
が
別
人
で
あ
る
と
い
う
理
由
は
、
鎌
足
に
求
婚
さ
れ
た
と
き
の
万
葉
集
の

歌
、
「
玉
櫛
笥
覆
ふ
を
安
み
明
け
て
い
な
ば
君
が
名
は
あ
れ
ど
吾
が
名
し
惜
し
も
」(93

)

が
、
求
婚
拒

否
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
万
葉
集
で
天
智
天
皇
や
藤
原
鎌
足
と
社
交
の
恋
歌
を
交
わ

し
た
の
は
鏡
女
王
で
は
な
く
鏡
王
女
（
鏡
王
の
娘
）
で
あ
っ
た
。
「
藤
原
卿
の
鏡
王
女
を

娉

し
時
」

つ
ま
ど
ひ

と
あ
る
の
は
、
歌
か
ら
解
釈
し
た
注
記
で
あ
ろ
う
。

８

鏡
王
女
と
額
田
王
姉
妹
説
は
成
り
立
た
な
い
か
？

そ
れ
で
は
万
葉
集
の
鏡
王
女
は
額
田
王
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
額
田
王
が
鏡
王
の
一
人
娘

と
は
限
ら
な
い
。
姉
妹
が
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
ま
た
姉
妹
が
い
た
と
し
た
ら
、
額
田

王
に
は
名
が
あ
る
の
に
、
姉
妹
の
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
賀
茂
真
淵
は
、

鏡
王
の
娘
た
ち
の
中
で
額
田
王
だ
け
名
が
知
ら
れ
て
い
て
他
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い

う
。
ま
た
逆
に
も
し
二
首
目
も
額
田
王
の
作
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
名
を
避
け
て
た
だ
「
鏡
王
女
」
と

書
く
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
も
い
っ
た
。
二
首
同
じ
作
者
で
あ
る
な
ら
ば
万
葉
集
で
は
始
め
に
「
額
田

王
思
近
江
天
皇
作
歌
二
首
」
と
書
く
の
が
通
例
で
あ
る
。
真
淵
の
『
萬
葉
考
』
別
記
二
に
は
次
の
よ
う

、

に
い
う
。

「
か
く
並
ヘ

挙
る
に
、
同
人
の
名
を
こ
と
に
書
事
や
は
あ
る
、
左
に
も
右
に
も
別
人
な
る
證
也
、･

･･

ト

カ
ク

す
べ
て
集
中
に
生
羽
が
女
・
播
麻
の
娘
子
な
ど
有
は
、
名
の
し
ら
れ
ざ
る
也
、
既
名
の
顕
な
る
額

を

と

め

田
姫
王
を
、
又
は
某
女
と
書
へ
か
ら
ず･

･･
･

」（
『
萬
葉
考
』
別
記
二
）



( 7 )巻八 ３１５

き
わ
め
て
も
っ
と
も
な
話
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
「
鏡
王
女
」
と
あ
る
万
葉
集
中
の
人
物
が
す
べ
て

額
田
王
で
あ
る
な
ら
ば
、「
額
田
王
」
と
書
か
ず
に
な
ぜ
四
度
も
「
鏡
王
女
」
と
だ
け
繰
り
返
し
書
か

れ
て
い
る
の
か
。
―
―

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
ま
た
自
ず
と
本
居
宣
長
の
姉
妹
説
に
も
ど
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

額
田
王
の
歌
を
鑑
賞
す
る
う
え
で
作
者
の
関
係
が
直
接
問
題
に
な
る
の
は
「
君
待
つ
と
」
と
「
風
を

だ
に
」（488-9
、
再
掲1606-7

）
の
歌
だ
け
で
あ
る
。「
君
待
つ
と
」
が
天
智
天
皇
を
対
象
と
す
る
こ

と
は
右
注
に
明
ら
か
で
あ
る
。
次
の
、
姉
か
妹
の
恋
歌
「
風
を
だ
に
」
が
、
待
つ
甲
斐
の
な
い
寂
し
さ

を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
鎌
足
を
対
象
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
考
え
は
、
上
記
の
と
お
り

ほ
ぼ
成
り
立
た
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
待
つ
対
象
は
同
じ
く
天
智
で
あ
る
。
二
人
は
と
も
に
近
江
朝
の

宮
廷
に
仕
え
た
女
性
た
ち
で
あ
る
か
ら
、
天
智
の
寵
愛
を
得
て
い
る
額
田
王
の
歌
に
対
し
て
、
姉
か
妹

の
歌
は
愛
情
の
冷
め
た
歌
か
、
あ
る
い
は
額
田
王
と
比
べ
た
と
き
の
関
係
の
薄
さ
を
風
に
託
し
て
嘆
い

た
歌
（
あ
る
い
は
、
す
ね
て
み
せ
た
歌
）
と
読
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。

◇
◇
漢
詩
文
と
の
関
係

巻
八
で
、
二
人
の
相
聞
が
秋
の
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は
「
風
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
、
風

は
す
で
に
季
節
の
風
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
漢
武
帝
の
「
秋
風
辞
」
が
有
名
で
あ
る
よ
う

に
漢
詩
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
契
沖
が
「
今
按
、
此
歌
ハ
額
田
王
ノ
大
カ
タ
ノ
相
聞

ノ
歌
ト
ハ
見
エ
ズ
」（
代
匠
記
）
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
も
い
る
よ
う
に
、
通
っ
て
く
る
夫
を
室
内
で

待
つ
女
性
の
姿
に
は
飛
鳥
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
よ
り
は
王
朝
の
み
や
び
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
た

め
に
こ
の
歌
は
、
額
田
王
に
仮
託
し
た
「
奈
良
朝
び
と
の
虚
構
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（
伊
藤
・

釈
注
）
と
も
、「
中
国
六
朝
流
行
の
情
詩
を
模
し
た
虚
構
歌
の
可
能
性
も
あ
る
」（
中
西
進
『
万
葉
集
』

講
談
社
文
庫
）
と
も
言
わ
れ
る
。
と
く
に
鏡
王
女
の
歌
は
夫
に
忘
れ
去
ら
れ
た
妻
の
嘆
き
の
歌
で
あ
り
、

中
国
の
〈
閨
怨
詩
〉
に
あ
た
る
。

け
い
え
ん

し

た
と
え
ば
額
田
王
の
歌
の
、
簾
を
動
か
す
風
の
表
現
に
も
漢
詩
の
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
玉
台

新
詠
』
巻
十
「
近
代
呉
歌
」
の
「
秋
風
」
と
題
さ
れ
た
次
の
詩
、

秋

歌

秋

風

入
二

窗

裏
一

秋
風
が
窓
の
う
ち
に
吹
き
込
む
。

＊
窗
＝
窓

し
ゆ
う

ふ
う

い

る

そ
う

り

ニ

羅

帳

起

飄

颺

う
す
ぎ
ぬ
の
垂
れ
幕
が
、
風
に
あ
お
ら
れ
て
ひ
る
が
え
る
。

ら

ち
よ
う

お
こ
り
て
ひ
よ
う
よ
う
す

仰
レ

頭

看
二

明

月
一

私
は
頭
を
ふ
り
あ
げ
て
明
月
に
見
入
り
、

あ
お
が
し
め
て

こ
う
べ
を

み

め
い

げ
つ
を

寄
レ

情

千

里

光

千
里
か
な
た
を
照
ら
す
月
の
光
に
情
を
寄
せ
る
。

よ
す

じ
よ
う
を

せ
ん

り
の
ひ
か
り
に

（
新
釈
漢
文
体
系
『
玉
台
新
詠
』
よ
り
）

は
、
秋
風
が
羅
帳
を
揺
ら
す
室
内
で
物
思
う
女
性
の
情
景
を
歌
う
。
ま
た
『
楽
府
詩
集
』
に
載
る
五
～

六
世
紀
頃
の
呉
の
地
方
の
民
歌
「
崋
山
畿
」
の
中
に
も
、
次
の
一
首
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

か

ざ

ん

き

夜

相

想

夜
、
あ
な
た
の
こ
と
を
想
っ
て
い
る
と

よ
る

あ
い

お
も
う

風

吹

窗

簾

動

風
が
吹
い
て
き
て
窓
の
簾
を
動
か
し
た

か
ぜ

ふ
い
て
そ
う

れ
ん

う
ご
く

言

是

所

歓

来

は
っ
と
し
て
、
嬉
し
い
人
が
来
た
の
か
と
思
っ
た
。

い
う
、
こ
れ

し
よ

か
ん
の
き
た
れ
る
か
と

（
松
枝
茂
夫
編
『
中
国
名
詩
選
』
岩
波
文
庫
よ
り
）

＊
華
山
畿
は
、
蘇
州
に
近
い
地
名
と
い
う
。
ま
た
、
こ
れ
を
含
む
呉
の
地
方
の
民
歌
は
、
み
な
恋
歌
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を
内
容
と
し
て
い
て
、
実
際
に
歌
わ
れ
た
歌
謡
。
全
二
十
五
首
か
ら
な
る
「
崋
山
畿
」
は
、「
あ
る

人
士
と
宿
屋
の
少
女
と
の
悲
恋
の
物
語
に
よ
る
と
伝
え
る
」（
松
枝
茂
夫
注
）。

近
江
朝
の
時
代
は
漢
文
学
が
盛
ん
な
と
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
額
田
王
や
鏡
王
女
自
身
も

間
接
的
に
こ
れ
ら
の
恋
歌
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
女
性
た
ち
は
耳
学
問
で
漢
詩
の

発
想
を
充
分
学
び
得
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
漢
詩
の
世
界
を
和
歌
で
表
現
し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
額
田
王
に
は
す
で
に
み
や
び
な
遊
び
の
春
秋
競
憐
歌
（16

番
）
も
あ
る
の
だ
か

ら
。前

掲
の
漢
詩
は
と
も
に
呉
の
国
の
歌
で
あ
る
。
前
者
が
空
閨
を
守
る
女
性
の
悲
し
み
を
表
現
す
る
情

景
描
写
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
予
兆
と
し
て
の
風
を
歌
う
。
額
田
王
の
歌
は
、
そ
れ
一
首
だ
け

で
は
、
風
を
予
兆
と
し
て
詠
ん
だ
も
の
か
ど
う
か
決
め
か
ね
る
の
だ
が
、
次
の
鏡
王
女
の
歌
と
切
り
離

せ
な
い
二
首
一
体
の
「
作
品
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
ず
か
ら
予
兆
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
鏡

王
女
の
、

風
を
だ
に
恋
ふ
る
は
羨
し
風
を
だ
に
来
む
と
し
待
た
ば
何
か
嘆
か
む

の
歌
で
は
、
額
田
王
の
風
が
肯
定
的
な
対
象
、
羨
や
む
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ

し
、
予
兆
と
読
み
つ
つ
も
結
果
的
に
風
し
か
訪
れ
な
い
失
望
が
次
に
来
る
と
い
う
解
釈
も
あ
る
が
、
鏡

王
女
の
歌
の
嘆
き
を
印
象
づ
け
る
た
め
に
は
来
訪
の
予
兆
に
胸
を
躍
ら
せ
て
待
ち
続
け
る
明
る
さ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
歌
は
宮
廷
の
雅
宴
で
作
ら
れ
披
露
さ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
あ
る
い
は
鏡
王

女
の
歌
は
後
日
追
和
し
た
歌
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
二
首
は
万
葉
集
収
録
以
前
か
ら
一
体
の
歌
で
あ

っ
た
。
額
田
王
は
も
と
も
と
前
述
よ
う
な
意
味
で
は
詠
ま
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
後
に

鏡
王
女
の
歌
が
加
わ
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
新
た
な
文
脈
が
生
ま
れ
、
先
に
あ
っ
た
歌
が
後
の
歌
に
よ
っ

て
意
味
の
限
定
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

◇
◇
七
夕
歌
と
の
関
係

額
田
王
が
天
智
天
皇
を
恋
う
実
際
の
心
情
を
詠
ん
だ
歌
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場

面
で
詠
ま
れ
た
歌
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
歌
が
詠
ま
れ
た
場
は
近
江
朝
宮
廷
の
雅
宴
で
あ
っ
た
と
考
え

て
み
よ
う
。
既
述
の
よ
う
に
こ
の
時
代
は
漢
詩
文
の
盛
ん
な
時
代
だ
っ
た
。
万
葉
集
に
は
額
田
王
の
歌
に

近
い
表
現
を
持
つ
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

秋
風
の
吹
き
に
し
日
よ
り
い
つ
し
か
と
我
が
待
ち
恋
ひ
し
君
ぞ
来
ま
せ
る

1523
こ
れ
は
巻
八
の
秋
雑
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
織
姫
の
立
場
で
詠
ん
だ
七
夕
歌
で
、
大
伴
旅
人
宅
に
お
け

る
天
平
二
年
の
作
で
あ
る
か
ら
時
代
は
か
な
り
下
る
が
、
秋
風
に
期
待
を
寄
せ
て
君
を
待
つ
女
性
の
歌
と

い
う
点
で
、
額
田
王
の
歌
と
同
想
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
七
夕
は
漢
詩
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
近

江
朝
で
も
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、宮
廷
の
雅
宴
で
七
夕
を
詠
ん
だ
和
歌
が
あ
っ
て
も
当
然
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
人
を
恋
う
る
歌
に
秋
風
を
詠
む
と
い
う
表
現
は
七
夕
伝
説
に
学
ん
だ
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。


